
基礎講義1回

赤字： 全生物に共通 （タンパク質合成の材料[塩基とアミノ酸]と方法）

生物（種間、種内）の多様性 ← タンパク質の性質の多様性（のみ）
↑ （コト）

タンパク質の構造の多様性 ← ２０種類のアミノ酸から合成
↑ （モノ） ↑

タンパク質の合成方法 使われるアミノ酸
↑

遺伝子の塩基配列の多様性
遺伝子の化学的本体はDNA ← 使われる４種の塩基

生物（細胞）を構成するのに必要な塩基配列全体 ＝ ゲノム
↑

全ての遺伝子が含まれている
全てのタンパク質の構造が書いてある
全てのタンパク質の性質が書いてある

ヒトゲノムとチンパンジーゲノムは、ともに30億塩基分の塩基配列をもつが、そのうち約1%違う
ヒトの個人差はゲノムの0.1%の多様性のみ（遺伝子の多様性、タンパク質の構造とタンパク質の性質の多様性）

ゲノムの多様性

細胞に含まれる最多、多様
高分子はタンパク質
ヒトは１０万種以上のタンパク質をもつ



データベースの登録例 DNA
バイオインフォマティクス 基礎講義1回

「M22877」

タンパク質の
アミノ酸配列

遺伝子の
塩基配列

翻訳領域


